
� ࢪցػઃݐ Vol.67　No.7　July　2015

国土交通省における建設技術の研究開発等に関する
最近の取り組み

行政情報

国土交通省大臣官房技術調査課

国土交通行政における事業・施策の一の効Ռ・効率の向上を実現し広く社会にݙߩすることを目的と
して策定された「第三期国土交通省技術基本計ը」においては，国土交通分野のイϊベーシϣンをୡ成す
るため産学官が֤々の強みを活かしつつ༗機的な࿈ܞを行う必要があるとしている。本ߘでは，上ड़した
社会的なχーζとして，老朽化対策を۩ମ例に，国土交通省における建設技術の研究開発等に関する取り
組みについて，紹介する。
キーワードɿ  第三期国土交通省技術基本計ը，国土交通省インフラ長ण໋化計ը，建設技術研究開発助成

੍，Ϟχタリング技術活用ਪ進ݕ౼ҕһ会

1．はじめに

国土交通行政における事業・施策の一の効Ռ・効
率の向上を実現し広く社会にݙߩすることを目的とし
て策定された「第三期国土交通省技術基本計ը」（平
成 24 年 12 月）においては，国土交通分野のイϊベー
シϣンをୡ成するため産学官が֤々の強みを活かしつ
つ༗機的な࿈ܞを行う必要があるとしている。適切な
役ׂ分担と協ྗ関を構築し࿈ܞを図るため，官の中
における国土交通省の取り組みとして۩ମ的に࣍の項
目を掲げている。
①社会的なχーζに基づく技術研究開発χーζをࣔす

こと
②国が支ԉすき重要な技術研究開発に対しڝ૪的ࢿ

ۚ等の助成੍による支ԉを行うこと
ᶅ研究開発の実施ஈ֊においては，事業・施策を実施

する現場を活用し技術研究開発の実ূ等を行うこと
ᶆ研究開発の実用化ஈ֊においては，実がない技術

に対する積極的なࢼ行ٴびධՁを行いその後のීٴ
にܨげること

ᶇ研究開発のීٴஈ֊においては，開発された技術に
対するධՁを通͡た༗効性に応͡技術基४への
ө，ඪ४化等を行うこと
ところで，高成長期に整備された社会インフラの

老朽化題に関しては，適切な維持管理ख法のಋ入に
より長ण໋化，維持管理・ߋ新のトータルコストのॖ
平४化を図ることが課題となっている。国土交通・ݮ
省はࡢ年 5 月にଞのインフラ管理者にઌۦけて「国土

交通省インフラ長ण໋化計ը（行ಈ計ը）」を策定し
た。この行ಈ計ըにおいてもઓུ的な新技術の開発・
ಋ入を必要だとしてҐஔけている。インフラのݕ・
அにおいて非ഁյࠪݕ技術，ϩϘット，ICT の活
用がঃ々に進Ή中，適切な役ׂ分担の下での産学官の
࿈ܞ，管理χーζと技術シーζのマッνング等による
技術研究開発のଅ進とԁな現場展開をٻめている。

そこで本ߘでは，上ड़した①の社会的なχーζとし
て，老朽化対策を۩ମ例に，国土交通省における建設
技術の研究開発等に関する取り組みについて，紹介す
ることとする。最ॳに，②の技術研究開発支ԉの取り
組みとして，建設技術研究開発助成੍について，࣍
に，ᶅの研究開発の実施ஈ֊の取り組みとして，社会
インフラのϞχタリング技術の産学官が࿈ܞした技術
開発について，紹介する。最後に，ᶆの研究開発の実
用化ஈ֊の取り組みの一つとして，新技術情報ఏڙシ
ステム（NETI4）を活用した老朽化対策をࣔす。

2．建設技術研究開発助成制度

建設技術にる技術研究開発については，ຽؒ・大
学等からその強みを活かした技術研究開発のఏҊをื
集し，優れたఏҊに対して助成する建設技術研究開発
助成੍（http://www.mlJt.Ho.jp/tec/HJjutu/LaJhatu/
joTeJ.html）を実施している。

本੍は，建設分野の技術ֵ新をਪ進していくた
め，国土交通省の所ঠする建設技術の高化ٴび国ࡍ
૪ྗの強化，国土交通省が実施する研究開発の一ڝ
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のਪ進等にࢿする技術研究開発に関するఏҊを研究者
から広く公ืするڝ૪的੍ۚࢿである。応ื課題の
৹ࠪにあたっては，新ن性・実現可能性・ಋ入による
අ用対効Ռなど多様なࢹからධՁを行い，迅速に（概
Ͷ 2 ʙ 3 年以内の実用化を定）成Ռを社会にؐ元さ
せるとともに，イϊベーシϣンをग़することが期
されるఏҊをબ定しており，平成 27 年においては，

「防災」「維持管理」「省ྗ化・効率化」をテーマにఏ
Ҋื集している（)27.6 時）。

3．  社会インフラのモニタリング技術の開発・
導入

老朽化対策については，日本࠶興ઓུをは͡めとす
る政方針でセンサ等を活用した社会インフラの状ଶ
の効率的なѲを可能とする新技術の開発・ಋ入を進
めることとしている。

これを受け，国土交通省では平成 25 年 10 月に「社
会インフラのϞχタリング技術活用ਪ進ݕ౼ҕһ会」
を設ஔし産学官の֤ҕһのઐ的ݟ地からの助言を受
けつつ，Ϟχタリング技術に関して現場実ূを通͡て
その༗効性をධՁ・分ੳすることなどにより技術開発
等をਪ進している。ಉҕһ会では，対とするϞχタ
リング技術を構造物等の状گを常時もしくはෳ数回で
計測し状ଶのม化を؍٬的にѲする技術と定ٛし

（図─ 1），現場χーζやϞχタリング技術にٻめる要
݅のௐࠪ・ݕ౼を行った。

また，ಉҕһ会でのݕ౼݁Ռを౿まえ平成 26 年 9
月からは「社会インフラへのϞχタリング技術の活用
ਪ進に関する技術研究開発にる公ื」を行い，社会
インフラのϞχタリング技術の実用化に向け以下の内
༰についてื集を行った。
①Ϟχタリングシステムの現場実ূ

橋梁，法໘・ࣼ໘，Տ川అ防，海洋・Ԋ؛構造物，
空港施設の 5 分野を対としてϞχタリングシステム
の実用化に向けた現場実ূを行う技術ఏҊの公ืを実
施した。公ืにࡍしては，目的，対施設・対Օ所，
Ѳすき事等をఏࣔし，ఏࣔしたѲすき事
や要ٻ性能等をຬたす技術を公ื（公ื方法①）する
とともに，応ื者からݕ・அ等をより高化・効
率化するために実現することが期される内༰をその
ために必要な技術とあわせてื集（公ื方法②）する
方法で公ืを実施した（表─ 1）。
②Ϟχタリング技術を社会インフラの維持管理業務へ

適用するための技術的ূݕ
社会インフラにおけるϞχタリング技術の維持管理

業務への適用方策，維持管理業務に適用するために必
要な技術的ূݕ等の内༰について公ื（公ื方法ᶅ）
を実施した。ื集されたఏҊのうち，「Ϟχタリングシ
ステムの現場実ূ」については，橋梁 6 ݅，法໘・ࣼ

ʢࣾձΠϯϑϥのϞχλϦϯάٕज़׆༻ਪਐݕ౼ҕһձୈ 1ճࢿྉʣ
ਤᴷ 1　ରͱ͢ΔϞχλϦϯάٕज़
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໘ 2 ݅，Տ川అ防 5 ݅，海洋・Ԋ؛構造物 3 ݅，空港
施設 4 ݅の合計 20 ݅のఏҊを現場実ূのඅ用の一部
を支ԉするものとして࠾した。また，「Ϟχタリング
技術を社会インフラの維持管理業務へ適用するための
技術的ূݕ」について 1 ݅の࠾を行った（表─ 2）。

さらに，このଞに「Ϟχタリングシステムの現場実
ূ」に応ืのあったఏҊのうち 19 ݅のఏҊについて
実ূを行う現場のఏڙを行い෯広い技術の実ূを進め
ている。今後はこれらのϞχタリング技術の現場実ূ
を通͡てϞχタリング技術の耐久性，安定性，ࡁܦ性
等のূݕを行うとともに，Ϟχタリング技術によりಘ
られたデータと社会インフラのଛই・ྼ化等の関等
の分ੳ・ূݕを通͡てߋなる技術研究開発の可能性
や，Ϟχタリング技術の実用化を図っていく༧定であ
る。

4．  NETISを活用した点検・診断技術の公募・
活用・評価の促進

平成 25 年より老朽化対策の一として，非ഁյ
அ技術について，NETI4・ݕ技術等のࠪݕ を活
用して෯広く公ืを行い，速やかに現場で活用・ධՁ
するとともに，NETI4 上に設ஔする維持管理支ԉサ
イトにおいて，ݕ・அ技術の活用状گや活用݁Ռ

を公දする取り組みを開࢝した。平成 25 年は，「コ
ンクリートのひびׂれについてԕ方からݕग़が可能な
技術」について公ืを行い，「コンクリートのひびׂ
れについてԕ方からݕग़が可能な技術」（31 技術）の
行݁Ռについて，維持管理支ԉサイトで公දしていࢼ
る（)27.6 時）。

平成 26 年より，技術公ืの取組を֦大するとと
もに，計ը的に実施することで，現場χーζの高い新
技術について，短期ؒでの活用・ධՁに取り組Ήとと
もに，施工者等にとって，これまで以上にධՁ情報が
効率的に活用されるよう，ྨࣅ技術ؒの技術特性を区
ผできるようなධՁ方法のಋ入などに取り組んでい
る。

平成 26 年は下記の 4 分野，7 テーマについて公
ืを行った（)27.6 時）֤テーマに関する公ื情報
などについては，֤テーマを担当する地方整備ہより
公දしている。

なお，最新の公ื状گは，維持管理支ԉサイトの公
ืཝにて公දしている。
http://www.m-netJT.mlJt.Ho.jp/
①き྾等のௐࠪ
・「目ࠔࢹ難な水中部にある鋼構造物の৯やଛই等

を非ഁյ・ඍഁյでݕग़が可能な技術」（四国地方
整備ہ）

දᴷ 1　「ϞχλϦϯάγεςϜのݱ࣮ূ」のެื֓ཁ

目的 対施設・対Օ所 Ѳすき事

橋梁

˗  アプϩーνしづらいՕ所，ٴび目֬ࢹೝがࠔ難なՕ所
のྼ化・ଛইのѲ

˗下部工基ૅ　˗চ൛
˗ܻ部，支ঝ部

˗ચ۷　˗৯
˗き྾　˗ひびわれ　等

（ݕ・அ等をより高化・効率化するために実現することが期される技術）
˗ҟ常発生直後（地震等の災害発生時ؚΉ）に通して΄しい（ԕִ地からѲしたい）
˗定期的な֎؍目ࢹではѲできないコンクリートࡐや鋼ࡐのྼ化ଛইの進状گをݟたい　など

法໘
ࣼ໘

びٴ，Օ所数が多い区ؒに存在するのり໘・ࣼ໘ݥة  ˗
す͙にハード対策ができないのり໘・ࣼ໘のมҐ・ม
形のѲ

˗自વࣼ໘
˗土・切土のり໘

˗ࣼ໘่յ　˗岩൫่յ
˗のり໘่յ　˗མ石
˗土石流　等

Տ川
అ防

ม状やҟ常の発生の広範ғなѲ؍֎˗ ˗のり໘　˗小ஈ　˗ఱ
˗అ防؛ޢ　˗అ脚近　等

˗అମの水状گ　˗下
˗࿙水発生Օ所　˗き྾　等

（ݕ・அ等をより高化・効率化するために実現することが期される技術）
˗平常時のௐࠪにより，広範ғからݥةՕ所をߜり込みたい
˗ग़水時におけるݥةՕ所（ਁಁ，ਁ৯，ӽ流）の発生状گをリアルタイムにѲしたい　など

海洋
Ԋ؛

構造物

˗目֬ࢹೝがࠔ難なՕ所におけるྼ化・ଛই
　Ѳの効率化

˗上部工下໘部
˗エプϩン部
˗海؛అ防　等

˗ひびわれ　˗さびो
˗ണམ　˗空ಎ化　等

（ݕ・அ等をより高化・効率化するために実現することが期される技術）
˗ҟ常発生直後（地震等の災害発生時をؚΉ）に通してཉしい（ԕִ地からѲしたい）
˗島港の施設の状گをԕִ地からѲしたい　など

空港
施設

˗  非ഁյࠪݕによる内部ม状のѲ，ٴびද໘のҟ常に
る測定・記録の؆қ化

路　˗༠ಋ路˗
˗エプϩン　等

˗ؒണ　˗ひびわれ
˗  アスフΝルトと骨ࡐの݁合

分　等
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・「上ృりృ施工したままで可能な༹接部のき྾，
ྼ化ௐࠪ技術」（中国地方整備ہ）

②構造物内の空ಎௐࠪ
・「ද໘にԜತ（おうとつ）がある؛ޢഎ໘の空ಎ化

をௐࠪする技術」（東北地方整備ہ）
・「Տ川管理施設पลの空ಎ化を測定する技術」（九州

地方整備ہ）

ᶅコンクリートの健શௐࠪ
「鉄ےコンクリートならびにプレストレストコンク

リートのかぶり部におけるԘ化物イΦンؚ༗ྔの非
ഁյ，ඍഁյௐࠪが可能な技術」（北陸地方整備ہ）

ᶆ維持（長ण໋化等）
・「新ૉࡐણ維接ண工（コンクリートണམ対策技術）」
（関東地方整備ہ）

・「施工性の良なコンクリートؚਁࡐ技術」（中部地

දᴷ 2　ެืの࠾݁Ռ

分野
公ื
方法

ఏҊ名শ 研究ද者の所属法人

現場実ূ

橋梁

①

テーマ①ɿ下部工基ૅのચ۷状گѲのためのϞχタリングシステムの現場実ূ

AL#（ߤ空レーザ測ਂ機）によるચ۷状گのѲ ㈱パスコ

振ಈϞードղੳに基づく橋梁の性能ධՁシステムの開発 大阪市立大学

テーマ②ɿ鋼橋における支ঝ部およびܻ部等のྼ化状گѲのためのϞχタリングシステムの現場実ূ

（ఏҊなし࠾） -

テーマᶅɿコンクリート橋における支ঝ部およびܻ部等のྼ化状گѲのためのϞχタリングシステムの現場実ূ

橋梁ݕϩϘットカメラ等機ثを用いたϞχタリングシステムの生 三井住友建設㈱

テーマᶆɿচ൛ひびわれのྼ化状گѲのためのϞχタリングシステムの現場実ূ

ը૾ղੳ技術を用いたԕ方からのচ൛ひびׂれ定ྔධՁシステムの構築 大成建設㈱

②

テーマᶇɿ維持管理の高化・効率化にるϞχタリングシステムの現場実ূ

省電ྗ化を図ったϫイアレスセンサによる橋梁の継ଓ的ԕִϞχタリング
システムの現場実ূ

Φムϩンιーシアルιリϡーシϣンζ㈱

高ਫ਼かつ高効率で人工構造物のܦ年มҐをϞχタリングする技術 日本電ؾ㈱

法໘・ࣼ໘ ①

テーマ①ɿのり໘・ࣼ໘の安定ධՁにるϞχタリングシステムの現場実ূ

方法の実ূݕ・センサーきଧ込み式水Ґ計によるද่յの༧測ࣼ
ݧࢼ

応用地࣭㈱

多ࣼมҐと土水分の常時ࢹによるࣼ໘่յ早期ܯ報システム 中央開発㈱

Տ川అ防

①

テーマ①ɿఅମ等の֎؍のม状のѲにるϞχタリングシステムの現場実ূ

大型আ機械によるϞグラ（小ಈ物）݀の໘的ݕग़システム ே日ߤ洋㈱

テーマ②ɿ࿙水，৵৯等のग़水時におけるม状発生のѲにるϞχタリングシステムの現場実ূ

ൺ߅によるఅମ内水状ଶϞχタリング 応用地࣭㈱

②

テーマᶅɿ維持管理の高化・効率化にるϞχタリングシステムの現場実ূ

Տ川అ防のม状ݕ等Ϟχタリングシステムの技術研究開発 （一財）国土技術研究センター

Ӵ؍測を活用したՏ川అ防Ϟχタリングの効率化 （一社）国ࡍ建設技術協会

物理୳ࠪと地下水؍測技術を活用したఅ防内部状ଶのϞχタリングシステム 応用地࣭㈱

海洋・Ԋ؛
構造物

①

テーマ①ɿࢅ橋上部工下໘部ม状Ѳ用Ϟχタリングシステムの構築と現場実ূ

ラジコンϘートによる港構造物のݕ・அシステムの研究開発 五洋建設㈱

テーマ②ɿ؛น等エプϩン部空ಎѲ用Ϟχタリングシステムの構築と現場実ূ

引型ਂ空ಎௐࠪ用ݗ྆ं (P3 コンクリート対応型マルννャےび鉄ٴ
ンωル (P3 による空ಎٴびཪ込下Ϟχタリングシステムの研究開発

川࡚地࣭㈱

②
テーマᶅɿ港等の施設の維持管理の高化にるϞχタリングシステムの構築と現場実ূ

Ӵٴびιφーをར用した港施設のϞχタリングシステムの構築 五洋建設㈱

空港施設 ①

テーマᶆɿ空港のฮମ内ม状Ѳ用Ϟχタリングシステムの構築と現場実ূ

地上設ஔ型合成開ޱレーダおよびアレイ型イメージングレーダを用いたϞ
χタリング

東北大学

テーマᶇɿ空港のฮの日常ݕ支ԉ用Ϟχタリングシステムの構築と現場実ূ

高ղ૾ը૾からのクラック自ಈநग़技術による空港のฮ८回ݕ用Ϟ
χタリングシステムの研究開発

㈱アルフΝ・プϩダクト

3 システムのݕ路のクラック元カメラとશ方Ґ型ϩϘットによる࣍
研究開発

エψ・ティ・ティ・アドόンステクϊϩジ
㈱

空港管理ं྆を活用した؆қฮݕシステムの開発 東京大学

技術的ূݕ ᶅ
Ϟχタリング技術を社会インフラの維持管理業務へ適用するための技術的ূݕ

Ϟχタリング技術の活用による維持管理業務の高化・効率化 Ϟχタリングシステム技術研究組合
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方整備ہ）

5．おわりに

社会インフラの老朽化対策に関する技術開発は，国
土交通省のみならず政શମの重要課題である。総合
Պ学技術・イϊベーシϣン会ٞ（ٞ長ɿ内ֳ総理大ਉ）
においては，平成 26 年から，ઓུ的イϊベーシϣ
ン造プϩグラム（4IP）の 10 の課題のうちの一つ
として「インフラ維持管理・ߋ新・マωジメント技術」
をબ定し，省・分野ԣஅ的な取組みとして基ૅ研究
から実用化・事業化までをݟਾえた技術研究開発が࢝
まったところである。本ߘで紹介した NETI4 を活用
した老朽化対策の取り組み，社会インフラのϞχタリ
ング技術のਪ進もこの 4IP の一部を構成する重要な

役ׂを担っている。
NETI4 を活用した老朽化対策の取り組みٴび社会

インフラのϞχタリング技術の開発・ಋ入は，いずれ
もॹにबいたばかりである。応ืされた技術には今ま
でインフラとは関のബい研究者や開発者からఏҊさ
れた技術もݟ受けられ，ҟ分野をؚΉ産官学の࿈ܞが
実現しつつある。

国土交通省としては，こうした取り組みを通͡て，
国土交通省の現場を管理するࢹからの強みを発ش
し，現場のχーζに適合した一つでも多くの新技術を
発۷し，技術のධՁ，技術基४等へのө等を行って，
ݕ・அをは͡めとする現場の高化・効率化をよ
り一図ってまいりたい。

 

　建設機械ٴび施工の基ૅࣝ，最新の技術ಈ向，ഉग़Ψ
ス੍ن・地ٿԹஆ化とその対応，情報化施工などを，最新
情報も৫り込みऩ録。
　建設機械を用いた施工現場における理・ओ技術者，
ಜ，世話役，Φϖレータなどの現場技術者，建設機械メ
ーカ，輸入社，リース・レンタル業，サービス業などの
建設機械技術者や，大学・高等ઐ学ߍ・高等学ߍにおい
て建設機械と施工法をษ強する学生などに必ܞです。
　建設機械施工技術の修ಘ，また1・2ڃ建設機械施工技士
などの国家֨ࢿ取ಘのためにも大ม༗効です。
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